
愛知大学が所蔵する孫文関係史資料について

〈講演会〉

~ 
＼～」メノ

愛知大学が所蔵する孫文関係史資料について

東亜同文書院大学記念センターポストドクター武井義和

［司会】 それでは最後になりますけれども、武井

義和さんに「孫文と東亜同文書院・愛知大学J と

題して講演をお願いいたします。武井さんの簡単

な紹介をさせていただきます。武井さんは愛知大

学の大学院中国研究科博士後期課程を修了されま

して、 2006年に博士（中国研究）の学位を取得さ

れています。現在東亜同文書院大学記念センター

のポストドクターです。博士の学位を取ったあと

の若手研究者として頑張っていただいています。

また、愛知大学の非常勤講師なども務められてい

ます。主な研究分野は近代日中関係史と朝鮮近代

史ですが、特に本日の講演の内容と関係する論文

として f東亜同文書院に関する先行研究の回顧と

今後の展望」および「中国における東亜同文書院

研究J というのがございます。それでは武井さん

よろしくお願いします。

［武井］ ただいまご紹介に預かりました武井でご

ざいます。よろしくお願いいたします。

本日の私のテーマは、サブタイトルにあるよう

に愛知大学が所蔵する資料の紹介でして、未公開

のものも含めてパワーポイントでお見せしていき

ます。しかしその前にメインタイトルである「孫

文と東亜同文書院、愛知大学j、この 3 者の相互

関係について最初にお話せねばなりません。

一見すると時代を異にするこれらが互いにどの

ように結び付くのか、疑問を持たれた方も多いと

思います。これについて、プリントの 1. に記し

ましたが、「孫文と東亜同文書院J、「東亜同文書

院と愛知大学j、「孫文と愛知大学j と設定しまし

た。順番に見ていきます。

まず「東亜同文書院と愛知大学J ですが、これ

は同文書院の教員であった山田良政・純三郎兄弟

と孫文との関わりを示しています。山田兄弟は明

治の初めに津軽藩藩土の子供として、現在の青森

県弘前市に誕生しました。兄良政は1900年南京同

文書院教授に就任します。南京同文書院というの

は、東亜同文書院の前身です。最初は1900年に南

京に学校が創られるのですが、程なく発生した義

和国事件のため上海に移転、 1901年に上海で東亜

同文書院として再出発したのです。良政は教授を

辞職して孫文が起こした清朝打倒の戦いに身を投

じ戦死します。一方、その弟の純三郎は、やはり

1900年に南京同文書院に学生として入学するので

すが、兄の影響を受けて革命に現を抜かすように

なり、学業がおろそかになったため退学処分を命

ぜられます。しかし院長であった根津ーによる「兄

が革命に命をささげたのに弟を退学にするのは可

哀想だ」という計らいで、東亜同文書説で事務員

兼助教授という身分を得ました。やがて日露戦争

に出征し、 1907年復職して教授になりますが、同

年満鉄に就職します。程なく孫文の協力者として、

秘書の役割を担うようになり、 1925年に孫文が亡

くなるまで革命活動を支えました。

実は、サブタイトルに記した「孫文関係史資料」

というのは、こうした山田兄弟にまつわる資料を

指します。したがいまして、主として山田兄弟の

生涯をパワーポイントで映し出す資料とともにご
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紹介し、その中で孫文との関わりについても取り

上げるという形になります。

したがって、孫文と東亜同文書院自体は直接的

な関係はありませんでしたが、兄弟がともに同文

書院教員の職を辞して、孫文の革命活動を支援す

べく関わっていったという点で、第一の関係性を

設定しました。

次の「東亜同文書院と愛知大学」ですが、愛知

大学は東亜同文書院大学最後の学長・本間喜ーが

中心となって、 1946年11月愛知県豊橋市に設立さ

れた大学です。豊橋市は静岡県との県境の町です。

現在は名古屋とその近郊にもキャンパスがありま

すが、この豊橋キャンパスが愛大発祥の地であり、

現在も本部校です。われわれが所属する東亜同文

書院大学記念センターもこの豊橋キャンパスにあ

ります。そして愛知大学には40数年分・ 5.000名

ほどの東亜同文書院時代の学籍簿・成績簿が保管

されています。われわれは、それら学籍簿・成績

簿を愛知大学が東亜同文書院の流れを汲むことを

示す物的証拠として認識していますが、かつて山

田兄弟が属していた東亜同文書院は、今お話した

形で愛知大学に結び付くわけです。

3 番目の「孫文と愛知大学」。孫文は1925年に

亡くなりました。一方、愛知大学は1946年に誕生

しましたので、直接的には接点がありません。こ

こで言いたいことは、山田兄弟にまつわる資料の

ことです。 1991年秋、山田純三郎四男の山田／II買造

氏が、それまで所蔵しておられた全ての資料を、

愛知大学へ一括寄贈して下さいました。その中に

は孫文に関わる資料も含まれていますので、その

意味で「孫文と愛知大学」という関係性を設定し

てみました。

目頭でお話した様に、 －見するとこれらの語句

の相互の関係は見えにくいのですが、実は以上お

話したような形で結び付いてくる、ということを

述べさせて頂きました。

続いてプリントの 2 番に進みます。先に述べた、

1991年に山田順造氏が愛知大学へ寄贈された資料・
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を、東亜同文書院大学記念センターでは「山田家

資料」と呼んでおります。この「山田家資料」は

大別すると、 A. 書画類、 B. 書簡類、 C. 写真類、 D.

図書類、 E. 資料ファイル類、 F. テープ類、の 6

種類に分かれます。このうち山田兄弟が生きてい

た時代の、あるいは兄弟に直接関わる資料、例え

ば兄弟直筆の書簡とか兄弟が写っている写真など

といったものは A、 B、 C に該当します。これら

は言わば歴史資料と位置付けられるものです。こ

の中に山田兄弟、といっても良政は30代で早世し

てしまうので、純三郎に関する資料が圧倒的に多

いわけですが、純三郎と孫文との関わりを示す資

料や、孫文と他の革命家との聞で交わされた書簡

なども多数、山田家資料には含まれています。こ

れは純三郎が孫文の秘書役を長年務めていたため

に手元に残っていたもののようです。ほかに、戦

後台湾との間で交わされた書簡や、純三郎が台湾

を訪問した時の写真なども多く含まれています。

一方、 D. 図書類、 E 資料ファイル類、 F. テー

プ類は純三郎四男の順造氏が山田兄弟について研

究・調査した庖大な資料です。 D. 図書類は）！！！｛造

氏が歴史の勉強のために読まれたと思われる歴史

に関する書籍が多く、 E 資料ファイル類は図書や

論文、資料のコピーをファイルしたもの、または

それらをルーズリーフやノートに書き写したもの

です。非常に膨大な量に上っており、順造氏が熱

心に研究・調査されていた様子が伝わってきます。

一方、 R テープ類は間き取りをした録音テープが

該当します。

こうしたさまざまな形状の資料を愛知大学は所

蔵しておりますが、そのうち山田兄弟に関する歴

史資料のごく一部を、愛知大学に設置されている

常設展示室で一般公開しています。今回はそのさ

らに一部分を神戸で展示させていただいていると

いうことでございます。

きて、私が勤務する東亜同文書院大学記念セ

ンターが入っている建物は、愛知大学記念館と申

します。木造建築ですが、もともとは 1908 年に



陸軍第十五師団司令部として建てられました。第

十五師団は大正時代に廃止されますが、この建物

を含む敷地はその後も陸軍の管理下にあり、第二

次大戦中は陸軍予備士官学校本部として使用され

ていました。敗戦直後、それまで軍の施設であっ

たこの場所に、本間喜ーが中心となって1946年愛

知大学を設立したわけです。本日お見えになって

いる同窓生の方々はすでにご存知のことですが、

この建物は愛知大学が誕生してから半世紀もの

問、愛知大学本館として使用され、学長室をはじ

め学生課や就職課などが入っていました。今から

11年前の1998年 5 月、愛知大学記念館という名で

学内展示施設として生まれ変わり、常設展示室が

設置されました。以後、山田兄弟や東亜同文書院

に閲する資料を学内外の方々に広く公開している

場所になっております。なお、愛知大学記念館は

1998年に文化庁によって有形文化財に登録されて

おります。

中には東亜同文書院を紹介する第一展示室と、

山田兄弟の生涯、特に純三郎の生涯について写真、

書簡類、文書類などを展示して紹介する第二展示

室、第三展示室があります。

さて現在、愛知大学が孫文に関する資料を含む

「山田家資料」を所蔵している理由は、すでにお

話したとおり、山田JI！買造氏が寄贈して下さったか

らなのですが、そのいきさつについても触れてお

きたいと思います。順造氏は東京に長年お住まい

でしたが、お宅を訪問された方の表現を借ります

と、「脚の踏み場もないほど資料がある。それは

資料が多いというものではなく、資料に埋もれて

順造氏は生活をしている」という状態た、ったそう

です。

順造氏は自分の父や伯父にあたる良政・純三郎

兄弟を顕彰すべく、それらの資料を展示するため

の資料館を個人で設立する構想をお持ちでした。

したがいまして、資料館建設の候補となる土地を

選定し、購入すべく努力されたそうです。しかし、

結局は資金面で困難であることが分かり、またご

愛知大学が所蔵する孫文関係史資料について

自身が病気になられたこともありまして、最終的

には断念されました。そして亡くなる直前に愛知

大学への寄贈を表明されたわけです。 ma造氏が寄

贈を表明された背景には、かつてご自身が学ばれ

ていた東亜同文書院大学同期生の阿部弘さんとい

う方をはじめとする、多くの方々のご尽力があっ

たと聞いております。このあたりについては、毎

年東亜同文書院大学記念センターが発行しており

ます I同文書院記念報』という雑誌の第 3 号に、

より詳しく記されていますので、関心のある方は

是非ご覧いただきたいと思います。

では、いよいよ「山田家資料j をご覧に入れな

がら、 111 田兄弟の生涯についてお話して参りたい

と思います。略年表形式でプリントにまとめてお

きました。ただ、時間の関係がありますので、細

かな説明は省かせていただきます。

まずは山田良政からみていきます。良政は青森

師範学校に進学しますが、「賄い征伐j の首謀者

の身代わりに会って退学となります。「賄い征伐J

とは賄い費経費節約により寮の食事が組末になっ

たことに対する、学生たちの実力行使の事を指し

ます。進路に困った彼は、弘前の実家の向かいに

住んで、いた陸掲南を頼って上京します。陸は『日

本J という新聞を発行し、藩閥政治を攻撃した言

論人として有名ですが、良政に「これからは清国

の時代だ。清国の研究をせよ、たた1青国に渡って

も何もならないから、技術を身に付けていけj と

諭し、それを聞いた良政は1889年水産伝習所に 1

期生として入学します。現在の東京海洋大学です

が、翌1890年卒業し北海道見布会社に入社、程な

く上海支店に転勤となります。日清戦争が勃発す

ると会社を辞職、陸軍通訳官として出征します。

戦争後台湾に派遣されるのですが、その後北京に

行きます。その頃、康有為、梁啓超らの清朝内部

の改革派が立憲君主制を目指して、光緒帝の下で

改革を推進しようとしていましたが、西太后ら保

守派のクーデターにより失敗に終わりました。そ

れが「戊成の政変j と呼ばれる出来事です。この
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とき、改革派の 1 人であった王照という人物の救

出に加担します。すなわち北京公使館付武官の滝

川具和らとともに天津まで護送し、日本の軍艦に
収容します。

良政が孫文と出会うのはこの後です。 1899年、

両者は東京の山田良政の仮寓で初めて会い、これ

を機に良政は孫文の支援者となっていきます。翌

1900年、南京同文書院の教授として南京に赴任し

ますが、短期間で辞職し、同年孫文が広東省の恵

州で起こした清朝打倒のための戦い、いわゆる「恵

州起義」に参戦します。しかしこの戦いは失敗に

終わり、良政は捉えられ処刑されてしまいます。

享年33歳でした。

やがて1912年に辛亥革命という形で清朝打倒を

実現した孫文は、翌1913年 2 ～ 3 月に日本を公式

訪問しました。記念センターには孫文が認めた良

政追悼文がありますが、訪日中に孫文は東京谷中

の全生庵に山田良政碑を建立しました。記念セン

ターで展示している追悼文と建立された碑に築刻

されている文面は殆ど同じですが、前者が「UJ田良政

先生墓碑」と記されているのに対し、後者は犬養

毅揮宅による「山田良政君碑」と築刻されている

といった違いがあります。しかし、いずれにして

も孫文が追慕の念を抱いていた様子が窺えます。

ただ、この段階では良政は行方不明として認識

されていました。戦死したかどこかで存命なのか

分からなかったからです。最終的に戦死が確認さ

れたのは1918年、死後18年経過してからでした。

純三郎は良政が死んだとされる場所の土を持ち帰

り、故郷の弘前市で葬儀が営まれました。翌1919

年には菩提寺の貞昌寺に記念碑が建てられまし

た。この時も孫文は碑文を認めています。

すでにお分かりのように、孫文と知り合った期

間は大変短いものでした。 1899 年に出会い、翌

年には亡くなっています。しかし、短期間の接触

に拘わらず、孫文は追慕の念を忘れませんでした。

それはやはり文字通り、良政が命を犠牲にして孫

文に協力したことによるといえます。この良政へ

1倒

山田良政碑（青森県弘前市貞昌寺）

の想いは革命家たちの問ではすぐに消え去ること
かおうさん

はありませんでした。これは何応欽という人物で
す。彼は中華民国の軍人で陸軍大将までJ二り詰め

た人物で、 1945年 9 月に南京で行なわれた日本軍

の降伏文書調印式における中国側代表を務めたこ

とでも知られています。その後、 1949年に台湾に

渡り国民政府の要職につきますが、 1955年弘前市

にやってきて、良政の墓参をしています。その時

の写真です。
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次に純三郎についてみていきます。純三郎が孫

文と面識を得るのは1900年、上海で良政に紹介さ

れた時です。その後は最初にお話した通り、南京

同文書院を経て東亜同文書院に勤務し、日露戦争

で山征した後、短期間の復職を経て満鉄に入社し

ます。これがある意味、大げさに言えば純三郎の

運命を変えます。彼はi前鉄が採掘する石炭の販路

拡大のために上海に派遣され、三井物産上海支店

にデスクを置いて勤務します。そのときに目の当

たりにした商売の実態に篤いたといいます。彼の

甥で拓殖大学教授を務めた佐藤慎一郎氏が書き残

した本によれば、三井は石炭の売買の際に、秤の上

に足を置いて重さをごまかすといったような不正

を行なっていたそうで、また三井が石炭を売る！捺

に、例えば上は工場長から下は雑用係のような人に

まで賄賂を贈らないと、質の良い石炭でも粗悪品

だと騒ぎ出すという有様であったということです。

「これは男のやることではない。少なくとも俺はやら

ないと心に決め、中国への革命に情熱を傾けるよう

になった」という純三郎の話が記載されています。

一方、アメリカにいた孫文は19日年、辛亥革命

の報を聞いてヨーロッパで外交活動を行った後、

帰国の途につき 12月 21 日香港に到着します。純三

郎は上海から香港まで出迎えに行っています。こ

ちらは屡仲慣という草命家や、日本人の宮崎泊天

なども孫文を出迎え、純三郎などとともに写って

いる集合写真です。その帰りの船の中で純三郎は

三井物産から資金を調達することを依頼され、借

愛知大学が所蔵する孫文関係史資料について

款交渉を行ないます。三井物産は中国最大の鉄鋼・

石炭企業である漢冶拝公司を日中合弁とする条件
で、 500万円貸すという話でまとまり、 300万円が

かんやひょ寺

孫文側にi度されます。しかし、漢冶拝公司の日中
合弁案は実現せず、借款交渉は挫折しました。こ

の300万円は後に革命軍から返金されたといわれ

ています。

1913年、孫文は日本を公式訪問します。その一

行の中に山田純三郎、そして安井先生、横山先生

のお話にも出てきた、日本語の通訳を務めた戴季

陶の姿があります。彼は日本留学経験があり日本

語が上手でした。 1924年に孫文が神戸にやってき

て大アジア主義演説を行った時にも通訳を務めて

います。 1914年、旧満州に勢力を誇っていた張作

震を打倒する動きが現れたため、純三郎は孫文の

命により革命連携のため戴季陶、陳其美とともに

旧満州へ渡航します。こちらはその直前に、京都

嵐山で息抜きをする山田たちです。目隠しをして

大連満鉄病院にて
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暗号表も残っており、これは山田純三郎と孫文ら

革命家との密接な関わりを示す資料といえます。

今回は持ってきていませんが、実物は記念セン

ター展示室のガラスケースの中に展示されていま

す。
らんけいめい

1922年 6 月、広東軍閥の陳桐明がクーデターを
起こして（第 2 次）広東軍政府を崩壊させた時、

純三郎は広東日本総領事の藤田栄助と連絡を取っ

て、孫文を上海まで避難させています。孫文は翌

1923年に陳畑明を追い払って再び広東入りし、第

3 次広東軍政府を樹立しました。
だん畠ずい

1924年、孫文は段棋瑞や張作謀らと北京で会見
するために広東を出発します。安井先生のお話と

重なりますが、途中神戸に立ち寄って有名なアジ

ア主義演説を行なうわけです。これはその時滞在

した神戸オリエンタルホテルで撮影された写真で

す。前列中央が孫文、その離が頭山満です。後列

左端が純三郎、その隣は大アジア主義講演で通訳

を務めた戴季陶。さらにその隣には横山先生のお

話にも出てきた李烈鈎がいます。

いるのが戴季陶、通せんぼをしているのが山田、

その後ろが陳其美です。人間味あふれる珍しい写

真です。こちらは満州渡航後、大連の満鉄病院を

拠点として活動する 3 人を写したものです。しか

し結局、この活動は実を結ばず帰国します。

この陳其美という革命家は、孫文の片腕として

辛亥革命では上海で活躍したのですが、 1916年 5

月、上海にあった山田の家で政敵の衷世凱が放っ

た暗殺者により射殺されました。この事件は山田

家に影を落とすことになります。というのも、陳

の近くに純三郎の長女・民子を抱っこしていた女

中がいたのですが、銃声に驚き長女を地面に落と

してしまいました。そのため民子は脳に重い後遺

症を持つことになってしまいました。ですが、民

子は 70 台半ばで亡くなるまで家族の方々に大事

にされたということです。

一方、孫文は軍閥による北京政府に対抗して中

国南部の広東に1917年、 1920年、 1923年の 3 度に

わたり広東軍政府を樹立し、その問、 1914年に自

ら結成した中華革命党を1919年に「中国国民党j

へ改組するというような政治的な動きをみせてい

ます。山田は今お話した広東軍政府に関わるよう

になります。これは山田純三郎に発給された（第

2 次）広東軍政府ー厳密に言えば「広東護法政府」

といった方が正確かも知れませんー総統府出入証

です。また、広東軍政府時代に山田純三郎と孫文

らとの聞で電報の発信・受信する際に用いられた
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孫文は北嶺丸という船に乗り神戸を離れ、 12月

1 日天津港に上陸します。しかしこの頃、彼は末

期の肝臓がんに橿っており、 1925年 3 月、北京で

亡くなりました。亡き骸は北京近郊の碧雲寺に埋

葬されました。

さて、孫文が亡くなった後、新たに誕生した広
広東軍政府総統府出入証
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東国民政府で純三郎は顧問に就任し、国民政府出

入証が発給されています。 1925年 9 月 29 日と日付

が入っており、孫文の遺言が記されているもので

す。しかし、孫文の死後、中国国民党内部では右

派と左派の対立が激化し、そうした中で純三郎の

古い同志の 1 人で、この時左派であった摩仲憧
が暗殺されます。こうした国民党の分裂的状況を

目の当たりにして、純三郎は距離を置くかのよう

に、 1926年には広東を離れ上海に戻っています。

1928年、蒋介石が各地の軍閥を倒して中国を統一

し、南京国民政府を樹立しますが、その翌年、南

京に中山陵という孫文の墓が造られ、 6 月 2 目、

北京から孫文の棉が移され慰霊祭が執り行われま

した。この写真は中山陵の石段を登る孫文の棺で

す。移霊祭に参列する純三郎の姿を捉えた写真も

記念センターで所蔵しています。

孫文移霊祭

しかし1930年、独裁色を強める蒋介石に対して

i王兆銘－i王精街ということが多いですがーらが北

京で拡大会議を開催すると、純三郎もこれに参加

します。その際に孫文が亡くなった家を訪れてい

ます。この中央の人物がj王兆銘 u王精衛）、日中

戦争中に日本が樹立した健儲政権「南京国民政府J

の首席となる人物として有名ですが、その右隣り

が純三郎です。

この流れを受けて翌1931年、迂兆銘や孫文長男

・孫科らが南京国民政府に対抗して広東に広東国

民政府を樹立すると、純三郎は外交部顧問として

愛知大学が所蔵する孫文関係史資料について

孫文逝去の家にて

招l博されます。しかし同年勃発した満州事変のた

め、 1932年に広東国民政府は南京国民政府に合流

します。その後、純三郎は目立った動きをせず、

上海に日本語専門学校（上海日語専修学校）を設

立し、教育事業を行なっています。これは1944 （昭

和 19）年 3 月の卒業式の写真です。最前列のほぼ

中央、左から 4 人目に校長としての純三郎がいま

す。

上海国語専修学校卒業式写真

やがて日中戦争を経て、 1945年に日本は敗戦を

迎えます。敗戦当時上海には10万人ほどの日本人

居留民がいましたが、中国奥地の重慶から進駐

してきた国民党軍によって設定された集中営ー収

容所と言った方が分かりやすいかも知れません

が一、そこへ強制的に移住させられ、行動の自由

も制約されていました。そうした状況下にあって、

純三郎に対する中国側の評価は高いものがありま
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した。次の写真は日本人管理所の所長である王光

漢という軍人が純三郎に贈ったものですが、この

写真を贈った 4 日後に純三郎に対して許可証を発

王光漢写真

給しています。そこには「山田純三郎はかつて孫

文の革命活動に協力したことにより通行の自由を

認め、日本人管理の適用外とする」というような

文言が記されています。また、同じく国民党軍が

1946年 5 月に発行した雑誌『導報画刊j には純三

郎を紹介する記事が掲載されており、「中国草命

の友」というサブタイトルが付けられています。

反日感情が強かった当時にあって、これらの資料

は中国側の純三郎に対する評価が高かったことの

証ではないかと思います。

純三郎は1948年12月に日本に引き揚げました

が、孫文追慕の念は消えることはありませんで

した。孫文の命日に当たる 1955年 3 月 12日、純三

郎が主催者となって東京の湯島聖堂で「孫文先

生逝世三十周年記念祭j を開催しました。この時

は300人ほどの参列者がありまして、横浜華僑な

ども参列しております。挨拶を交わす純三郎の姿

が撮影された写真もあります。それから 5 年後の

1960年に純三郎は東京で亡くなりましたが、 1976

年故郷の弘前市貞昌寺に、青森県日華親善協会

などが中心となって純三郎記念碑が建てられまし
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た。その上部には「永懐風義」という題字が築刻

されていますが、それは「立派な行いを永く思う j

という意味で、蒋介石が贈ったものです。本文は

山田兄弟の、特に純三郎の中国革命における功績

が大きかったという内容となっています。現在、

この碑はまるで兄弟が寄り添うかのように、大正

時代に建てられた山田良政の碑と並んで立ってい

ます。

以上、山田純三郎の生涯を孫文との関わりを含

めつつご紹介しましたが、彼の生涯を通じてみた

場合、孫文と行動をともにした時代が大きく活躍

した頃であった様子が浮かび上がります。その意

味で、 1925年という年は、厳密にいえば孫文の死

は、純三郎の中国革命における関わりの点でも、

また純三郎個人の人生においても節目の年であっ

たと位置付けることができます。

最後になりますが、本日は資料紹介という形で

山田良政、純三郎兄弟についてご紹介するととも

に、これらの資料が愛知大学に寄贈された経緯も

含めてお話させていただきました。今回初めて彼

らの存在を知ったという方も多いかと思います。

孫文の革命に協力した日本人として、宮崎泊天や

萱野長知などを挙げることができますが、被らに

比べ山田兄弟は研究の対象にはなってきませんで

した。その理由として、日記や自伝を残さなかっ

たことが挙げられます。しかし我々としましては、

山田兄弟について今後研究を探めていくことを考

えておりますので、またこのような場で発表させ

ていただけたら幸いでございます。また、宣伝に

なってしまうのですが、愛知大学の常設展示室に

はまだ多くの資料がございますし、展示室が入っ

ている愛知大学記念館自体も歴史的に価値のある

建物ですので、皆様機会がございましたら是非お

越しください。

以上で、私の発表を終了させていただきます。

長らくのご静聴ありがとうございました。



愛知大学が所蔵する孫文関係史資料について

2009年11月 3 日

神戸資料展示会・講演会

「孫文と東亜同文書院・愛知大学

ー愛知大学が所蔵する孫文関係史資料について」

愛知大学東亜同文書院大学記念センター P.D

武井義和

1. はじめにー孫文、東E同文書院、愛知大学の相互関係ー

①孫文と東亜同文書院

＝コ書院の関係者、後に孫文の支援者となる山田良政・純三郎兄弟。

－山田良政： 1868～1900年。南京同文書院教授（1900年）。

－山田純三郎： 1876～1960年。南京同文書院学生（1900年）、

東亜同文書院事務員・教員（1901～1卯4年、 1907年）。

②東亜同文書院と愛知大学

＝今東亜同文書院大学最後の学長・本間喜一が愛知県豊橋市に愛知大学設立（1946年）。

③孫文と愛知大学

コ1991年秋、故山田順造氏（純三郎四男・ 1941年東亜同文書院大学卒業）より孫文関係史資料など

が愛知大学へ寄贈。

2. 「山田家資料」について

①種類

A）書画類、 B）書簡類、 C）写真類、 D）図書類、 E）資料ファイル類、 F）テープ類。

②「山田家資料」が愛知大学に寄贈された経緯（ 1. ③参照）

3. 史資料から見る山田良政・純三郎兄弟と孫文との関係

①山田良政と孫文
〈がかつなん

山田良政：陸掲南に諭され、清国へ目が向く。
1898年 「戊成の政変J で玉聴の日本亡命に関与。

1899年 孫文と出会う。変法派から革命派への支援。

1900年孫文による「恵州起義j に参戦し戦死。

1913年 2 月 東京谷中の全生庵に山田良政碑建立。

1913 年 2 ～ 3月 孫文、日本を公式訪問。

1917年 9 月 第1 次広東軍政府樹立、義文大元帥 （－18年 7月九

1919 年孫文、在上海。

1919年10月 青森県弘前市貞昌寺に山田良政碑建立。

②山田純三郎と孫文
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山田純三郎： 1900年、上海で良政から孫文を紹介される。

1911年12月 辛亥革命の成功を聞いて欧米から帰国した孫文を香港まで出迎え。三井

物産との借款交渉に関与。

1914～15年 張作森打倒の動きに呼応するため、孫文の命により満洲に渡る。

1916年 5 月 陳其美暗殺。

1922年 6 月 陳’朋明のクーデターで広東護法政府（第二次広東軍政府）崩壊。純三郎、

孫文を救出し上海まで同行。

1924年孫文、広東から北京へ北上。途次神戸に立ち寄る。

1925年 3 月孫文死去

1925年 7 月 国民政府顧問に就任。

1925年8月摩仲糧暗殺。

1926年広東を離れ、上海に居を構える。

1928年北伐完了。蒋介石率いる南京国民政府成立。

1930年北京で開催された拡大会議に参加。

1931年広東国民政府に参加、外交部顧問を委嘱される。

1931年満州事変。翌年広東国民政府は南京国民政府に合流。

1936年 上海日語専修学校を設立。

1945年日本敗戦。

1945年 8 月～ 日僑自治会委員、残留日僑互助会会長。

1948年12月 上海からヲ｜き揚げ。

1960年 2 月 東京都練馬区で死去。

4. おわりに

く参考文献・資料＞

結束博治 f醇なる日本人孫文革命と山田良政・純三郎』（プレジデント社、 1991年）

馬場毅「孫文と山田兄弟J (f紀要J 126、 2005年10月、愛知大学国際問題研究所）

保阪正康［孫文の辛亥革命を助けた日本人』（ちくま書房、 2009年） など

〈講師略歴〉

武井義和
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1972年 埼玉県生まれ（6 歳より現在まで愛知県在住）。

1995年愛知大学文学部史学科卒業。

1997年 愛知大学大学院中国研究科博士前期課程修了。

2006年愛知大学大学院中罰研究科m士後期課程修了。

現職：東亜同文書院大学記念センターポストドクタ一、愛知大学非常勤講師など。

主な研究分野：近代日中関係史、朝鮮近代史。

主な論文：『上海における朝鮮入社会の歴史的考察（1910～1945)j （博士学位論文）、「戦前上海における朝鮮人の国籍問題J

（『中図研究月報J 60巻 l 号、 2006年）、「束亜同文書院に関する先行研究の回顧と今後の展望」（『オープン・リサー

チ・センタ一年報J 2006年度版・創刊号）、「中国における東亜同文書院研究」＜r愛知大学園際問題研究所紀要1
132、却08年）。



｛司会］ それでは何かご質問がございましたら。

［吉村】 私は書院の43期生、愛知大学 3 回生の吉

村と言います。今山田純三郎先生のお話がありま

したが、戦後昭和24年に先生にお会いした数少な

い生存者だと思います。私が勤めておりました兼

松に純三郎先生のご子息で後に役員にもなりまし

た山田忠さんという方がおられます。この忠さん

の話は全然出てこなかったので。もちろんもう亡

くなっておられますけれども、良政さん以外に忠

さんという方がおられたということをちょっと申

し上げたいと思います。

［司会】 貴重な情報をありがとうございます。で

は武井さんどうもありがとうございました。だ

いぶお症れかとは思いますが、 4 名の先生方に

ちょっと前に出ていただき、会場との質疑応答を

させていただきたいと思います。先ほどは大変時

聞がせっておりましてお 1 人しか質問をお受けで

きませんでしたので、それを埋め合わすという意

味合いで若干時間を取らせていただきたいと思い

ます。どの先生に対するご質問かを最初に明らか

にしていただいて、その上でご質問をお願いしま

す。

［質問者］ 武井先生に。山田良政氏に関しまして、

戦死という言葉がお話の中で出たと思うんです。

完全に刑死です、この方は。なぜ刑死したのか。

私が聞き及んでいるところでは、日本人であると

いうことを名乗れば、国際問題があるからたぶん

助かったのではないか。しかしあくまでも中国人

愛知大学が所麗する孫文関係史資料について

ますが、その辺についてどうお考えかお伺いした

いと思います。

【胃会1 2 点出ていますけれども、山田良政の死

亡の問題と、日中関係の満州租借問題について。

お答えを。

［武井】 はい。ご質問ありがとうございます。確

かにおっしゃるように、もし彼が日本人である

ということが分かっていれば処刑されなかったと

思います。当時日本は清国にたいして治外法権を

持っていましたから、処刑すれば国際問題になり

ます。実はこの山田良政が亡くなる時の詳しい状

況は分からない部分が多いんですね。ただ言われ

ているのは、当時処刑した清朝側の兵士が、例え

ば山田は金縁の眼鏡をかけていたんですが、そう

した格好とか服装から言ってもこれは中国人じゃ

ない、日本人に違いないということで「お前は日

本人かj と聞いたらしいんです。「日本人なら助

けてやるj と言ったそうなんですが、良政が一言

も発しなかったために仕方なく処刑したという話

が伝わっています。ですので刑死の理由というの

は、今申したように良政は日本人と言えば助かっ

たんですが、そうしなかった背景には孫文の革命

活動に命を捧げてもいいという思いがあったから

かと思います。

【司会1 たぶん先ほど安井先生のお話に出てきた

満州租借に関連している。安井先生にお答えいた

だけますか。

として名乗られた。こういうことをやっぱり日中 ｛安井】 その点につきまして先ほどお答えしまし

関係の問題としてもっともっと大きな声で言うべ たが。

きだと思うんです。さっきも私言いましたけれど

も満州問題についても、やはり西洋の問題とつな ［司会］ そうですね。安井先生のほうからは先ほ

がってくると思います。そこに歴史を見ていかな どお答えしたので、よろしいでしょうか。

ければいけないと思うんです。日中問題も完全に

満州の問題というのが l つの大きな存在だと思い ［武井］ 私も満州租借の問題というのはやはり日
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中関係を考える上で重要な点であると思います。

徒に満州事変の時でしたか、そうした満州租借論

が利用されたというような話がちょっと記憶にあ

るんですが、ただこの時孫文が満州租借について

言った点については、やはり私も安井先生のおっ

しゃる通りではないかと考えていまして、私独自

の見解をこの場でお出しするのはちょっと難しい

ので、こういった形でのお答えでお許し願えれば

と思います。申し訳ございません。

【司会】 他にいかがでしょうか。出ないようです

ので、司会がしゃしゃり出て恐縮なんですけれど

も、ちょっと安井先生にお聞きしたいと思います。

あそこの展示に恵州起義の時の地図が出ておりま

すけれども、あれは何を基にしてお作りになった

のかをお聞きしたいんです。それから横山先生に

は、最後のところで長崎の華僑は革命派に対して

非常に距離を置いていると。それについては領事

館の監視が非常に厳しいんじゃないかというお話

をされてるんですけれども、たとえば先ほど神戸

の例に比べても、ちょっと長崎は違うかなという

感じがしますけれども、その辺は体制側の領事館

の締めつけだけでしょうか。その点を横山先生に

お聞きしたいと思います。その 2 点をちょっと、

申し訳ありませんが。

｛安井］ 恵州起義の地図のことですが、今私はっ

きりした記憶がありません。展示の地図に書いて

なかったですか。

【司会］ 私先ほど拝見したんですが。

［安井］ では、後程調べてお知らせいたします。

典拠は当然ありますから。今すぐには思い出せな

いので申し訳ございません。

｛司会】 では横山先生。
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［横山］ これも私が長崎の華僑の方とお話しし

た中で華僑の方が言われたことなので、それが私

の意見かどうかというのはちょっと徴妙なところ

なのですけれども、一つは中国あるいは清国時代

の領事館の締めつけが離しかったということと同

時に、次の点が考えられます。神戸の華僑や横浜

の華僑も、だいたい最初は長崎に上陸しているの

ですね。それでそのまま長崎に残られる方と、さ

らに神戸に行かれたり横浜に行かれたりする方に

分かれます。それはどう違うのかということを長

崎の華僑の方に開くと、すごく志を強く持った人

聞は、長崎の都市の規模では不満があって、さら

に神戸とか横浜というところに飛蹴を求めて行か

れる。比較的こぢんまりと安定を求める人が長崎

に残ると。長崎の華僑の方が言っているのでよく

分かりませんが、長崎華僑は保守的というか、今

置かれている生活を守るということが優先されて

いるのですね。将来の革命の成功を夢見て、夢に

賭けてみょうかなというような点が、ちょっと長

崎の華僑には欠けているのだというようなお話を

される。言い換えれば保守的、あるいは経済利益

を追求することが優先されて、政治的な官険とか

チャレンジというものには長崎華備は弱いのです

よと言われたので、ご紹介しておきます。

【司会】 どうもありがとうございます。他にいか

がでしょうか、会場の方。

｛横山］ 先ほどの満州の問題ですけれども、私も

孫文研究の中で少し言及しております。孫文とい

うのは、外化の地として満州を認識していたと言

うよりは、基本的に当面の敵、たとえば清朝時代

は清朝、裳世凱が支配している時は嚢世凱を打倒

しなくちゃいけない、帝国主義を打倒しなくては

いけない、というその時代時代の革命戦略を遂行

するためには、日本側の援助、あるいはソ連の援

助が必要であると認識していました。その援助を

求めるためには、一定の利権を放出しても構わな



いというクールな考えを持っていました。基本的

に中国はまだ力が弱いから、中国単独の力で敵を

倒すことはできない。しかし外国から支援を得て

敵を倒し、その後に中国が立派な国になれば、支

援を得るために取引をして失った利権はいずれ

戻ってくる、取り戻すことができる、このように

楽観視していたのです。中国が強くなるためには

一時的な対応として利権を失わざるを得ないけれ

ども、それは利権を放出しているのではなくて、

戦略としていったん外国に渡すけれども、中国が

強くなれば自然に取り返すことができるという、

将来に対する強い自信を孫文は持っていたという

のが私の理解の仕方です。

［安井】 華僑の話に関してですが、私は基本的に

は長崎と神戸はそんなに変わりはないんじゃない

かと，思っております。孫文が日本で作った革命の

団体に、興中会というのと同盟会、それから日本

で作った国民党、中国国民党、それから中華革命

党の 5 種類があります。国民党と中国国民党は違

いますので。一番早くできた興中会の支部、それ

から同盟会のメンバーではっきりしているのは横

浜ぐらいじゃないでしょうか。神戸にも、辛亥革

命前にはっきりと孫文遠の運動を支援した華橋の

人（日本人はさっき言った三上などがおりました

けれども）がいたんじゃないかと思って私は探し

ているんですけれども、はっきりとは確定できな

い。むしろどちらかと言えば梁啓超とか康有おと

いったいわゆる変法派とか、あるいは立憲派、清

朝の体制を維持しながらその中で内部改革をしよ

うという、そういう立場の人が日本華橋の中に多

かったんじゃないかという気がしています。長崎

だけがちょっと特殊というふうには私は思わない

んですけれども。（人数の違いが影響していたの

かもしれません。）

［質問者］ ちょっと話がそれるかも知れないんで

すが、孫文らの中華民国は、チベット自治区、ウ

愛知大学が所蔵する菰文関係史資料について

イグル自治区のそういう領土問題に対する会合は

どうやったんですか。

【胃会｝ これは横山先生お願いします。

［横山｝ 最近私、 『中国の異民族支配j という本

を集英社新書から出しましたので、その中に基本

的な政策は書いております。もともと民族政策は

時代によって違いますので一貫して同じ政策が展

開されているわけではないのです。間もなく 1911

年の辛亥革命から100周年を迎えます。辛亥革命

を達成しようとした革命派と言われるグループ

は、基本的に漢民族18省の独立を目指す主張して

いました。 18省以外は、今の言葉では少数民族、

当時の言葉では異民族の土地だ、ということです。

辛亥革命というのは、清朝という異民族から18省

に住む漢民族の独立国家を作ろうというのが基本

的な考え方です。そうすると清朝時代や昔の皇帝

の時代には、漢民族の18省以外の異民族のところ

も支配して、中華帝国を樹立していましたから、

中華帝国は崩壊するわけですね。中華帝国の版図

を維持したいという連中も多いのは当然です。中

華民国を作った政府は革命派だけで政権を担当し

ていたわけではありませんから、草命派と伝統派

は国家構想、が異なります。清朝を打倒すると、「五

族共和j という形で、そのような周辺の異民族も

中華民国の版図に入れようとしました。革命派の

排他的漢民族主義が実現しませんでした。

外モンゴルは独立を宣言して独立に成功しま

す。チベットもダライラマが辛亥革命の直後に独

立を宣言いたします。けれどもこれは成功しな

い。外モンゴルを除いて、辺麗の異民族の独立は

達成されませんが、 1949年の中華人民共和国がで

きるまでに、辺艦のチベットや新腫ウイグルとい

うのは、中華民国の一部であるけれども実質的に

はイギリスが入っていたりして、実際の統治は中

国政府の影響力から離れていたということは言え

ると思います。だから実態としてのある程度の独

立性と、国家としての統一性の聞にずれがあった

のです。そのずれに関しましては、共産党政権が
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人民解放軍を辺境地に派遣して、中華帝国の版図

を統ーをすることに成功します。それが今の少数

民族を含めた中華人民共和国という形になってい

ます。

［司会］ そろそろ予定した時聞がきましたので、

このあたりで質疑応答を終わらせていただきま

す。 4 名の先生、どうもありがとうございました。

最後に藤田センター長から閉会の辞をお願いしま

す。

｛蕗田］ 本日は最後まで長時間にわたってご情聴

いただきまして大変ありがとうございました。私

は書院の解説的なお話をしましたが、今日の本

題は孫文でして、孫文をめぐってそれぞれの第一

線でご活躍の先生方にお話を伺うことができまし

た。とりわけご．当地の一番孫文に関係の深い神戸

の地で孫文の講演会と展示会ができましたこと

を、我々としては非常に嬉しく思っております。

本日は孫文記念館の安井先生と、北九州市立大学

の横山先生に特別のゲストとしてお願いし、快く

引き受けていただきまして、大変感謝申し上げま

す。ありがとうございました。また、最後に本学

の武井さんのほうからいろいろお話しいただきま

して、記念センターのいろいろな状況もご理解い

ただけたと思います。もし東京あたりへ行く機会

がございましたら豊橋へお寄りいただいて記念セ

ンターのほうへもご訪問いただけたら大変ありが

たいと思っております。記念センター長といたし

ましでも、先ほど巾しましたように東亜同文書院
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の存在を再確認しながら再評価できたらと思って

おります。私はヨーロッパの代表団みたいな形で

ヨーロッパの著名なそれぞれの大学に研究交流の

交渉をするために出かけたことがありました。ど

この大学でも「東亜同文書院J と言うと一発です

ぐ分かる。「愛知大学は知らない」ということで

ありまして、ただ f中日大辞典』がありますと

お話しすると「ああ、あの大学か」ということで

分かつていただける。そういう点で東亜同文書：院

という名前はグローパルです。これはアメリカに

行った本学のグループも同じ見解でありました。

そういう意味で、は海外で書院は高く評価され、日

本の中では先ほど申しましたような戦後の冷戦時

代の事情がありまして少し評価が遅れているとこ

ろがございます。我々としてはあらためて今後も

東亜同文書院の存在およびその内容を研究し、広

く知ってもらいたく思っています。卒業生でいろ

んな活躍をしてもまだ研究対象になっておりませ

ん。そういう意味でもまだまだ我々は研究に取り

組みますが、皆様の中でも書院に関心をお持ちの

方々、併せて我々と一緒に共同の研究を進めてい

ただければありがたいと思います。

今日は 6 時まで展示会があります。それから明

日もう 1 日展示会を予定しておりますので、まだ

ご覧になっていないという方はぜひご覧いただけ

れば大変ありがたいと思っております。なお先ほ

ども案内されましたように、一番後ろに我々の出

版物の販売も行なっていますので併せてご覧くだ

さい。どうも本当に今日は長時間にわたりましで

ありがとうございました。




